
（規約例）

○○○自治会規約

　　第１章　総則

　（名称）

第１条　本会は、○○○自治会と称する。

　（目的）

第２条　本会は、第５条に定める区域の住民相互の連絡・環境の整備・集会施設の維持管理等良好な地域社会の維持及び形成に資する地域的な共同活動を行うことを目的とする。

　（事業）

第３条　前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

　（１）例：住民相互の連絡調整に関すること。

　（２）例：自治会内の環境整備に関すること。

　（３）例：自治会館・集会所の維持管理に関すること。

　（４）例：老人会・婦人会・子ども会等各種団体の育成に関すること。

　（事務所）

第４条　本会の事務所は、光市○○○丁目○番○号に置く。

　（区域）

第５条　本会の区域は、次に定めるところによる。

　　○○川右岸光市○○丁目○○番地先から光市○○丁目○○番地先まで、市道○○線光市○○丁目○○番地先から光市○○丁目○○番地先まで、県道○○線光市○○丁目○○番地先から光市○○丁目○○番地先まで、国道１８８号線光市○○丁目○○番地先から光市○○丁目○○番地先に囲まれた区域及び光市○○丁目○○番地から光市○○丁目○○番地までの区域。

　　第２章　会員

　（資格）

第６条　前条の区域に居住する者は、本会の会員たる資格を有する。

２　区域内に住所を有する法人等は、賛助会員となることができる。

　（入会）

第７条　会員になろうとするものは、入会手続きを要せず本人の承諾による。

　（会費の納入）
第８条　会員は、総会において別に定めるところにより会費を納入しなければならない。
　（資格の喪失）
第９条　会員が退会したときは、世帯に属する構成員も資格を喪失する。
　（退会）
第10条　会員は、退会しようとするときは、会長に届出なければならない。
　　第３章　役員
　（種別及び選任）
第11条　本会に、会長１名、副会長○名、委員○名、監事○名を置く。
２　役員は、総会において選任する。

３　委員及び監事は、相互に兼ねることができない。

　（役員の職務）
第12条　会長は、本会を代表し、本会の業務を執行する。

２　副会長は、会長を補佐して本会の業務を執行し、会長に事故があるときはその職務を代行する。

　（委員会の議決）

第13条　委員会の議決は、委員の過半数が出席し、その過半数で決する。

　（監事の職務）

第14条　監事は、本会の会計及び委員会の業務に関し、これを監査する。
　（役員の任期）

第15条　役員の任期は、○年とする。ただし、補欠役員の任期は前任者の残任期間とする。

２　役員は、再任することができる。

３　役員は、辞任した場合又は任期満了の場合においても後任者が就任するまでは、職務を行わなければならない。

　（役員の解任）
第16条　役員が次の各号に該当する場合は、総会の議決により解任することができる。

　（１）心身の故障のため職務の遂行に耐えられないと認められるとき。

　（２）職務上の義務違反、その他役員としてふさわしくない行為があると認められるとき。

　　第４章　総会

　（総会の招集）

第17条　総会は、通常総会は毎年度終了後○ケ月以内に会長が召集する。ただし、臨時総会は、会長又は監事が必要あると認めたときこれを召集する。

　（総会の議事）

第18条　総会の議事は、会員の過半数が出席し、議決は、その過半数で決する。

２　可否同数のときは、議長が決する。

　（総会の議長）

第19条　総会の議長は、会長がなる。

　　第５章　資産及び会計
　（資産の構成）

第20条　本会の資産は、認可当初の財産目録に記載された財産、会費、寄附金及びその他の収入をもって構成する。

　（資産の管理）
第21条　本会の資産は、総会において別に定めるところにより会長が管理する。

　（経費の支弁）

第22条　本会の経費は、資産をもって支弁する。

　（予算及び決算）

第23条　本会の収支予算は、総会の議決を経て定める。ただし、総会の日まで前年度の予算を基準として執行する。

２　収支決算は、年度終了後○ケ月以内に、その年度末における保有資産目録等とともに総会の承認を得なければならない。

　（会計年度）

第24条　本会の会計年度は、毎年○月○日に始まり、翌年○月○日に終わる。

　　第６章　規約の変更

　（規約の変更）

第25条　本規約は、総会において会員の４分の３以上の同意を得、かつ、光市長の認可を受けなければ変更することができない。

　　第７章　雑則
　（委任）

第26条　本規約の施行について必要な事項は役員会を経て別に定める。

　　　附　則

　この規約は、平成○年○月○日から施行する。

○○○自治会会費規程

　本会は、規約第８条の規定にもとづき、会員の会費規程を次のとおり定める。

第１条　会員の会費は、月額を次のとおりとする。

　（１）会員　○○○円

　（２）賛助会員　○○○円

第２条　臨時に資金を必要とするときは、臨時会費を徴収することができる。

第３条　会費の納入は、毎年○月末日までに当該年度分を納入しなければならない。ただし、新規会員は、入会時に納入するものとする。

　　　附　則

　この規程は、平成○年○月○日から施行する。

※　会費の額を規約で規定する場合には、会費の変更をするときに規約変更が伴うため手続きが面倒である。

○○○自治会資産管理規程

　本会は、規約第２１条の規定にもとづき、資産管理規程を次のとおり定める。

第１条　不動産登記法第１条に規定する権利は、これは登記する。

第２条　立木については、立木に関する法律の規定する登記を行う。

第３条　金融資産については、最も安全確実な方法による管理を行う。

　　　附　則

　この規程は、平成○年○月○日から施行する。

【参考】

　◇その他定めることが考えられる規程等
　　・○○○自治会館管理規程（内規）

　　・○○○自治会役員選出要領（内規）　等
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